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エグゼクティブサマリー 
 

米調査会社ガートナーが、検索拡張生成（RAG）を「幻滅期（Trough of Disillusionment ）」に

位置付けたことは、テクノロジーの将来性を否定するものではない。むしろ、有望なコンセプ

トから実用的なエンタープライズソリューションへと移行する過程で直面する困難を反映し

た、市場の健全な調整局面と捉えるべきである 1。 

本レポートの分析によれば、RAG 導入における主要な障害は、技術的な根本的欠陥よりも、実

装の複雑性の過小評価と戦略計画の欠如に起因していることが明らかになった 5。多くの企業

が、RAG を導入すれば容易に高精度な回答が得られると期待したが、実際にはデータ品質の確

保、検索精度の向上、セキュリティ対策といった課題に直面し、期待と現実の乖離が生じてい

る。 

この幻滅期は、未熟なアプローチを淘汰し、より成熟し、堅牢で、戦略的に健全な「第二波」

の RAG 導入への道を拓く、必要不可欠なプロセスである。先進的な技術の登場と投資対効果

（ROI）へのより明確な理解に後押しされ、RAG は今後、真の企業価値を創出する段階へと移

行していくことが予測される。本レポートでは、RAG が幻滅期に至った背景を多角的に分析

し、成功と失敗の事例を検証した上で、企業がこの次世代技術を戦略的に活用するための指針

を提示する。 

 

第 1 章 過度な期待のピーク：RAG を取り巻く熱狂の構

造 
 

RAG がなぜこれほどの期待を集めたのかを理解することは、その後の幻滅期を分析する上で不

可欠である。本章では、RAG が生成 AI の企業導入における「切り札」と見なされるに至った

背景を解き明かす。 



 

1.1 RAG の基本理念：LLM の能力を再定義するフレームワーク 
 

RAG の核心は、大規模言語モデル（LLM）を外部の検証可能な知識ソースに接続することで、

その能力を拡張するフレームワークである点にある。これにより、LLM が抱える二つの根源的

な課題、すなわち「知識の固定性」と「ハルシネーション（事実に基づかない情報の生成）」

のリスクに対処することが可能となる 6。 

そのメカニズムは、大きく二つのフェーズで構成される。まず「検索（Retrieval）」フェーズ

で、ユーザーの質問に関連する情報を外部データベースから探し出す。次に「生成

（Generation）」フェーズで、検索によって得られた情報を文脈（コンテキスト）として LLM
に与え、その情報に基づいて回答を生成させる 6。この仕組みにより、LLM の出力は特定の引

用元に「接地（グラウンディング）」され、生成 AI がエンタープライズ用途で利用可能になる

という期待が生まれた。 

 

1.2 主要な価値提案：RAG が標準アーキテクチャと見なされた理由（ファ

インチューニングとの比較） 
 

RAG は、特に LLM のファインチューニングと比較して、いくつかの明確な利点を持つとされ

たことで、多くの企業にとって魅力的な選択肢となった。 

● ハルシネーションの抑制: 事実の正確性が絶対条件となるビジネス環境において、ハルシ

ネーションは LLM 導入の最大の障壁であった。RAG は、LLM に提供された文書に基づい

て回答を生成させることで、この問題を大幅に軽減し、出力の信頼性と信用性を劇的に向

上させる解決策として位置づけられた 6。 
● コスト効率: 大規模な LLM をファインチューニングするプロセスは、膨大な計算リソース

と高品質な教師データを必要とし、非常に高コストである。対照的に、RAG はモデルの再

学習を必要とせず、外部の知識ベースを更新するだけで済むため、より俊敏で費用対効果

の高い代替案として提示された 6。 
● 知識管理の容易さ: RAG は動的な知識更新を可能にする。LLM に新しい情報を与えるに

は、ベクトルデータベースにドキュメントを追加・更新するだけでよく、これはモデル全

体を再学習させるよりもはるかに簡単なプロセスである。これにより、常に最新の情報に

基づいた回答生成が期待された 6。 

 



1.3 事実、リアルタイム性、そして独自知識への魅力 
 

RAG がもたらす最大の魅力は、強力な LLM を企業の内部に存在する独自のデータ（製品マニ

ュアル、顧客サポートログ、財務報告書、人事規定など）に安全に接続できるという約束にあ

った 6。 

この能力は、機密データを外部のモデル学習に晒すことなく、高度にパーソナライズされ、文

脈を深く理解したアプリケーションの実現を可能にする。社内ナレッジボットから高度な顧客

サービスエージェントまで、その応用範囲は広く、企業独自のデータという競争優位の源泉を

最大限に活用できる道筋を示した 6。この点が、RAG が単なる技術ではなく、ビジネス価値を

解き放つ戦略的ツールと見なされた核心的な理由である。 

この技術は、単なる AI ツールとしてではなく、エンタープライズ AI 導入における戦略的な

「近道」として認識された。企業の LLM 導入における二大障壁は、ハルシネーションによる

「信頼性の欠如」と、ファインチューニングに伴う「コストと複雑性」であった。RAG は、こ

れら二つの主要な戦略的課題を同時に解決する直接的なソリューションとして登場した 6。つ

まり、LLM の強力な能力を、その欠点とされる部分を回避しながら享受できる、低リスク・高

リターンの手法と見なされたのである。このような「特効薬」としての認識は、技術の導入に

伴う細かな課題を過小評価させ、ガートナーのハイプ・サイクルにおける「過度な期待のピー

ク」を形成する典型的な要因となった 4。 

さらに、RAG を巡る熱狂は、その構成要素である「生成」と「検索」のうち、特に「生成」部

分の華々しい能力に注目が集まったことで加速された。GPT のようなモデルが示す驚異的な文

章生成能力に世間の関心が集中し、RAG は、その魔法のような力を自社のデータに「向ける」

だけで利用できる簡単な方法として描かれた 6。しかし、その裏で「検索」フェーズに伴う技

術的・データガバナンス上の課題（インデックス作成、チャンキング、ベクトル化、データク

レンジング、アクセス制御など）は、二次的な実装の詳細として軽視されがちであった。期待

される使いやすさと、実際に必要とされるエンジニアリング作業との間に生じたこの認識のギ

ャップこそが、後にガートナーが指摘する幻滅期へと直接つながる道筋をつけたのである 1。 

 

第 2 章 期待の崩壊：RAG が幻滅期に突入した理由 
 

本章では、RAG が過度な期待のピークから転落した具体的な要因を分析する。技術的な実装の

困難さから戦略的な誤算まで、多岐にわたる課題が明らかになっている。 

 



2.1 ガートナーの診断：実用レベルの精度を巡る深刻な苦闘 
 

ガートナーは、「日本におけるクラウドと AI のハイプ・サイクル：2025 年」において、RAG
を「幻滅期」に位置付けた 1。その核心的な理由として、多くの企業が RAG の精度向上に苦心

している状況を挙げている 1。 

「幻滅期」とは、過剰な期待に応えられなかった初期の実装が失敗し、現実的な課題が明らか

になるにつれて関心や投資が薄れていく段階を指す 3。ガートナーは、多くの企業の生成 AI 戦
略の中核を担ってきた RAG がこの段階に陥ったことで、生成 AI 全体への期待が低下する可能

性さえあると警告している 1。 

 

2.2 実装の泥沼：RAG システムが抱える技術的負債 
 

RAG の導入プロジェクトが直面した困難は、主に技術的な実装の複雑さを軽視したことに起因

する。 

● 「Garbage In, Garbage Out 」の原則: RAG の出力品質は、参照するソースデータの品質

に根本的に依存する。知識ベースに含まれる情報が不正確、古い、あるいは構造化されて

いない場合、生成される回答も必然的に誤ったものとなる 6。 
● データ準備の地獄: データの準備プロセスは、予想をはるかに超えて複雑であることが判

明した。 
○ データクレンジング: PDF や Excel の表形式など、多様なフォーマットを標準化し、

不要な情報を取り除き、誤りを修正する作業は膨大である 21。 
○ チャンキング: ドキュメントを検索用に小さな塊（チャンク）に分割する戦略は、シス

テムの性能を左右する極めて重要な要素である。不適切なチャンキングは文脈を破壊

し、無関係な検索結果を招く 15。 
● 検索精度の低さ: 中核となる「検索」ステップが、しばしば失敗の源となる。システムが

正しい文書チャンクを見つけられない（再現率の低さ）、あるいは無関係なチャンクを取

得して LLM を混乱させる（適合率の低さ）といった問題が頻発する 15。 
● レイテンシとコスト: 実用的な RAG システムは、特に大規模なデータベースを扱う場合に

動作が遅くなりがちで、ユーザー体験を損なう。また、ベクトルデータベース、GPU 推

論、継続的なデータパイプラインの維持にかかるコストは、しばしば過小評価されている 
8。 

 



2.3 戦略の断絶：期待のズレとガバナンスの欠如がプロジェクトを頓挫さ

せる 
 

調査によれば、RAG プロジェクトの失敗の 80%以上は、技術的な問題ではなく戦略的な問題

に起因するとされている 5。 

● 期待値のズレ: 経営層が期待する「魔法の箱」と、データ集約型の反復的なエンジニアリ

ングプロジェクトという現実との間には、大きなギャップが存在する。東京ガスの事例で

は、導入初期の精度が低かったことに対し、現場から即座に不満が噴出した。この期待値

のズレが、プロジェクト失敗の典型的なパターンである 22。 
● 不明確な目標設定: 多くのプロジェクトが、「顧客サポートの応答時間を 30%削減する」

といった具体的で測定可能なビジネス課題の解決ではなく、「AI を導入する」という曖昧

な目的で開始される。これにより ROI の測定が不可能となり、プロジェクトは頓挫しやす

くなる 5。 
● データガバナンスの欠如: 知識ベースの品質と鮮度を維持するための明確な責任体制やプ

ロセスが欠如している。これによりデータは急速に陳腐化し、RAG システムの価値も低下

していく 16。 

 

2.4 セキュリティという綱渡り：LLM と企業データの接続に伴う固有のリ

スク 
 

RAG の導入は、新たなセキュリティ上の課題を浮き彫りにした。 

● データ漏洩: 最大の懸念は、機密情報の漏洩リスクである。RAG システム内でアクセス制

御が厳密に実装されていない場合、ユーザーは自身が閲覧権限を持たない情報に意図せず

アクセスし、回答として受け取ってしまう可能性がある 6。 
● プロンプトインジェクション: 悪意のあるユーザーが、セキュリティフィルターを回避

し、知識ベースから機密データを抽出するように設計された巧妙なプロンプトを作成する

可能性がある。これは、緩和が困難な重大な脅威である 15。 

RAG が幻滅期に陥ったのは、単一の要因によるものではなく、データバリューチェーン全体に

わたる体系的な過小評価の結果である。過度な期待のピーク（第 1 章）では、最終段階である

「生成」に注目が集まった。しかし、本章で詳述した失敗事例 15 は、一貫して上流工程、すな

わちデータ品質、データ準備（クレンジング、チャンキング）、そして検索メカニズムそのも

のに問題があったことを示している。これは、多くの企業が RAG をプラグアンドプレイの AI
レイヤーとして扱ったが、その本質は、AI プロジェクトである以前に、まずデータエンジニア



リングと情報検索のプロジェクトであったことを意味する。したがって、幻滅は、問題の優先

順位付けを誤ったことの直接的な帰結と言える。成功への道は、華やかな LLM にアクセスす

ることではなく、地道なデータ関連作業を習熟することにかかっている。 

さらに、技術的な課題と戦略的な失敗は、互いに深く連関し、負のスパイラルを生み出してい

る。まず、プロジェクトは「期待値のズレ」という戦略的な失敗から始まる 22。これが、必要

なデータ準備やエンジニアリング作業の過小評価（技術的課題）につながる 15。その結果とし

て構築されたシステムは、低精度で高レイテンシの出力しか生み出せず（技術的失敗）1、これ

が懐疑的なユーザーの不安を「証明」し、ステークホルダーを失望させる。最終的に、幻滅感

が広がり、プロジェクトの予算が凍結される（最終的な戦略的失敗）3。この悪循環は、技術と

戦略の問題が不可分であり、一方の管理の失敗が他方の破綻を招くことを示している。 

 

第 3 章 現場における RAG：成功の設計図と失敗からの教

訓 
 

本章では、これまでの分析を現実世界の事例に落とし込み、第 2 章で述べた主張の具体的な証

拠を提示するとともに、実践的な知見を提供する。 

 

3.1 比較分析表：RAG vs. ファインチューニング 
 

多くの企業が直面する戦略的な意思決定の一つが、RAG とファインチューニングのどちらを選

択するかである。以下の表は、それぞれの技術の特性を比較し、ビジネス課題に応じた最適な

アプローチを選択するためのフレームワークを提供する。 

 

属性 RAG（検索拡張生成） ファインチューニング 

主な用途 事実に基づいた回答生成、

社内文書検索、最新情報に

基づく Q&A 6 

モデルの応答スタイルやト

ーンの変更、特定の専門用

語や対話形式への適応 



データ鮮度 知識ベースの更新により、

ほぼリアルタイムでの情報

反映が可能 6 

モデルの再学習が必要なた

め、情報の更新は周期的か

つ高コスト 6 

実装コスト 比較的低い初期コストで開

始可能だが、データパイプ

ラインの構築・維持に継続

的なコストが発生 6 

大量の高品質な教師データ

と大規模な計算リソースが

必要で、初期コストが非常

に高い 7 

維持コスト データソースの維持管理が

主。比較的低コスト 15 

新しいデータに対応するた

めの定期的な再学習が必要

で、維持コストも高い 12 

説明性・引用 回答の根拠となったソース

文書を提示できるため、透

明性と信頼性が高い 7 

モデル内部の判断プロセス

がブラックボックスであ

り、回答の根拠を特定する

ことが困難 

ハルシネーション 外部情報に接地するため、

リスクは大幅に低減される

が、検索の失敗により発生

しうる 6 

学習データにない情報や矛

盾する情報から、事実に基

づかない回答を生成するリ

スクが高い 

実装の複雑性 データエンジニアリング、

情報検索、LLM 連携など、

複合的なスキルセットが必

要 15 

データセットの準備、モデ

ルのトレーニング、ハイパ

ーパラメータ調整など、高

度な機械学習の専門知識が

必要 

 

3.2 成功事例の分析：高いインパクトをもたらした導入事例 
 

多くの困難が報告される一方で、戦略的に導入された RAG は大きな ROI を実現している。 

● LINE ヤフー: 膨大な社内技術文書への非効率なアクセスという課題に直面していた。RAG
ベースの独自ツール「SeekAI」を導入し、テスト段階で 98%の高い正答率を記録。全社展

開により、年間 70 万〜80 万時間の大幅な工数削減を目指している 27。 



● マツダ: 顧客サポート部門が、広範なマニュアルから必要な情報を見つけ出すのに苦労し

ていた。RAG を活用したチャット形式の検索システムを導入した結果、応答時間が 20 %
短縮され、回答品質のばらつきも大幅に改善された 27。 

● パナソニック: 数千種類に及ぶ製品の多言語サポートが課題であった。RAG により言語の

壁を越えた横断検索を実現し、応答精度 90 %以上を達成。グローバルでのサポート品質の

標準化に成功した 27。 

これらの成功事例に共通するテーマは、明確に定義された狭いビジネス課題（社内検索、顧客

サポート）を対象とし、高品質でよく構造化された知識ベースを基盤としている点である。 

 

3.3 失敗の解剖学：多くの RAG プロジェクトが戦略でつまずく理由 
 

● 「作れば使われる」という幻想: 東京ガスの事例が示すように、ユーザーを巻き込まず、

フィードバックに基づく反復的な改善プロセスを軽視して、システムが自動的に有用にな

ると期待することは、失敗への確実な道筋である 22。 
● データ準備の軽視: ソースデータをクレンジングし、整理し、管理するための専門的なプ

ロジェクトを先行させることなく RAG プロジェクトを開始することは、最も一般的な技

術的・戦略的過ちである 21。 
● 曖昧な目標と ROI の欠如: 成功を具体的な KPI（例：コールセンターの対応時間短縮、自

己解決率の向上）で定義しない場合、困難に直面した際に継続的な投資を正当化すること

が不可能になる 5。RAG 導入を試みた企業のうち、本番環境で成功しているのはわずか

30%という調査結果は、この問題の広がりを示唆している 5。 

 

3.4 RAG 導入成功事例の定量的成果 
 

以下の表は、成功事例から得られた具体的な定量的成果をまとめたものである。これは、適切

な導入がもたらす価値の具体的な証拠となる。 

 

企業名 業界 ビジネス課題 RAG アプリケ

ーション 
主要な定量的

成果 



LINE ヤフー IT・通信 膨大な社内技

術文書への非

効率なアクセ

ス 

社内ナレッジ

検索ツール

「SeekAI」 

年間 70 万〜

80 万時間の工

数削減目標 27 

マツダ 製造業 顧客サポート

における情報

検索の遅延と

品質のばらつ

き 

カスタマーサ

ポート向けチ

ャット検索シ

ステム 

応答時間を

20%削減 27 

パナソニック 製造業 グローバル製

品の多言語

FAQ 対応の非

効率性 

多言語対応の

グローバルサ

ポートシステ

ム 

応答精度 90%
以上を達成 27 

楽天 E コマース 数千万点の商

品説明文作成

の膨大な工数 

商品説明文の

自動生成シス

テム 

数千万件規模

のデータ処理

と業務効率化

を実現 27 

成功した RAG 導入には明確なパターンが存在する。それは、高品質でドメインが限定された

知識ベースから始め、特定の情報検索問題を解決するというアプローチである。LINE ヤフー

（社内技術文書）、マツダ（サポートマニュアル）、パナソニック（製品マニュアル）といっ

た成功事例はすべて、ビジネスプロセスの中で既に管理・維持されている構造化・半構造化さ

れた文書群を対象としている 27。彼らが解決しようとした中核的なビジネス課題は、本質的に

「検索」または「情報取得」であり、これは RAG の最も得意とする領域である。対照的に、

失敗は、RAG をあまりにも広範なタスクや、整理されておらず管理されていないデータに適用

しようとすることから生じることが多い 21。このことから導き出される重要な示唆は、成功す

る RAG 導入とは「AI」に関するものではなく、既存の明確なナレッジマネジメントプロセスを

強化するものである、ということだ。幻滅は、貧弱なナレッジマネジメントに対する魔法の解

決策として RAG を利用しようとする試みから生まれているのである。 

 

第 4 章 啓蒙の坂へ：次世代の RAG 
 



本章では、「ナイーブ RAG」が直面した課題から、それらを克服するために開発されている解

決策へと焦点を移し、幻滅期からの脱却の道筋を示す。 

 

4.1 中核的欠陥への対応：高度な RAG アーキテクチャの登場 
 

単純な「検索して生成する」プロセスは、現在では「ナイーブ RAG（Naive RAG）」と見なさ

れている 10。産業界と学術界は、その限界を克服するため、より洗練された技術を急速に開発

している 23。先進的な RAG は、検索前、検索、検索後の各段階にモジュールを組み込んだ、

より複雑なパイプラインを特徴としている 10。 

 

4.2 ナイーブからニュアンスへ：主要な先進技術の探求 
 

RAG の性能を向上させるため、様々な先進技術が研究・開発されている。 

● 検索精度の向上: 
○ Sentence - Window / Small - to - Large チャンキング: 検索精度を高めるために、より

小さく正確なテキストチャンクを検索対象とする。一方で、生成時にはそのチャンク

の周囲のより広い文脈を LLM に提供することで、回答の質を向上させる 23。 
○ Hypothetical Document Embeddings (HyDE):  ユーザーの質問に対し、まず LLM

に理想的な「仮の回答」を生成させる。そして、その理想的な回答のベクトル表現

（エンベディング）を用いて、実際の文書の中から類似したものを検索する。これに

より、検索の関連性が向上することが多い 23。 
○ Multi - Query Retrieval:  ユーザーの初期クエリを LLM が複数の異なる表現に書き換

え、それぞれのクエリで検索を実行し、その結果を統合する。これにより検索範囲が

広がり、より多くの関連文書を捉えることが可能になる 29。 
● 効率と複雑性への最適化: 

○ Adaptive - RAG: ユーザーの質問の複雑性をまず分類器で判断する高度なフレームワ

ーク。単純な質問には LLM を直接使用し（検索なし）、複雑な質問に対してのみ一段

階、あるいは複数段階の検索プロセスを起動する。これにより、精度と計算コストの

バランスを取る 32。 
● 検索後の情報精査: 

○ リランキング: 最初に検索された文書群を、より高度なセカンダリモデルで再評価し、

最も関連性の高い文書を上位に並べ替える。これにより、LLM に渡される情報のシグ

ナル対ノイズ比が改善される 10。 



 

4.3 研究の最前線：マルチモーダル RAG とその未来 
 

RAG の研究は、テキストの領域を超えて拡大している。 

● マルチモーダル RAG: 次なるフロンティアは、RAG を画像、表、その他のデータ形式に拡

張することである。テキストによる説明とそれに対応する画像など、異なる情報タイプ間

の関係性を構築し、よりリッチで包括的な回答を提供するための研究が進められている 
28。 

● 今後の方向性: 研究は、スケーラビリティの強化、新たなドメインへの適応性の向上、単

純な正解率を超えたより良い評価指標の開発、そしてソースデータに存在するバイアスの

増幅といった倫理的懸念への対処に焦点を当てている 34。 

「高度な RAG」技術の登場は、RAG が「ワンサイズ・フィットオール」のアプローチから、

高度に専門化されたモジュール式のエンジニアリング分野へと移行していることを示してい

る。第 2 章で詳述したナイーブ RAG の課題（検索精度の低さ、文脈の喪失など）は、その画

一的なパイプラインの柔軟性のなさに起因していた。HyDE、Multi -Query、Adaptive -RAG、リ

ランキングといった新しい技術群は、単一の新しいモデルではなく、特定のデータやクエリの

種類に合わせて組み立てることができるコンポーネントのツールボックスである 23。これは、

成功する RAG システムの構築が、もはや単にベクトルデータベースと LLM を選ぶことではな

く、特定の情報処理ワークフローをオーダーメイドで設計することを意味する。この変化は、

この分野の成熟を示唆しており、単純なアプローチに対する「幻滅」が、より堅牢でエンジニ

アリングに焦点を当てた分野の発展を促す、必要不可欠な触媒となっている。 

さらに、高度な RAG で開発されているソリューションは、ナイーブ RAG の具体的な失敗点に

直接対応している。例えば、検索精度の低さ 15 という問題に対し、HyDE や Multi -Query はユ

ーザーの意図をより深く理解し、関連文書を見つけるために設計されている 29。不適切なチャ

ンキングによる文脈の質の低下 15 という課題には、Sentence-Window 検索が直接的な解決策

を提供する 23。そして、すべてのクエリに対する高コストと高レイテンシ 15 という問題には、

Adaptive -RAG が明確に対処し、単純なクエリには安価な処理経路を、複雑なクエリには高コ

ストなプロセスを動的に割り当てる 32。このように、課題と解決策が直接的に結びついている

ことは、RAG 開発コミュニティが幻滅を引き起こした現実世界の問題を体系的に特定し、解決

していることを示しており、この技術が「啓蒙の坂」を登るための強力なポジティブシグナル

と言える。 

 

第 5 章 企業導入に向けた戦略的必須事項 



 

本章では、テクノロジーリーダーがポスト・ハイプの状況を乗り切り、RAG を戦略的に導入す

るための実践的なアドバイスを提供する。 

 

5.1 RAG 導入のための実践的フレームワーク：PoC から本番稼働まで 
 

● 技術ではなく戦略から始める: 失敗事例からの最大の教訓は、特定のビジネス課題と KPI
を最初に定義することである 5。 

● 段階的アプローチ: 「Crawl-Walk-Run（這う・歩く・走る）」戦略を推奨する。 
○ フェーズ 1（PoC：概念実証）: 小規模で高品質な静的データセットを用いてテストを

行い、コア技術を検証し、性能のベースラインを確立する 5。 
○ フェーズ 2（パイロット）: 限定的ながらも実際のビジネス環境に展開する。データパ

イプラインの構築とユーザーからのフィードバックループの確立に注力する 5。 
○ フェーズ 3（本番稼働）: 堅牢なモニタリング、セキュリティ、ガバナンスプロセスを

実装しながら、システムをスケールさせる 37。 
● 前提条件としてのデータガバナンス: RAG プロジェクトは、基盤となる知識ベースに対す

る明確な計画と責任体制が確立されるまで開始すべきではない。 

 

5.2 RAG 導入準備と採用のためのチェックリスト 
 

以下のチェックリストは、リーダーが自組織の準備状況を評価し、導入計画を導くための実践

的なツールである。 

カテゴリ チェック項目 

戦略的整合性 ▢ このプロジェクトには、具体的で測定可

能なビジネス KPI が設定されているか？ 

 ▢ すべてのステークホルダーと現実的な期

待値が共有されているか？ 



 ▢ 経営層からの強力な支援（スポンサーシ

ップ）は得られているか？ 

データ準備 ▢ ソースデータが特定され、その品質が監

査されているか？ 

 ▢ 明確なデータオーナーと維持管理プロセ

スが存在するか？ 

 ▢ データフォーマットは一貫しているか、

または変換計画があるか？ 

技術・運用準備 ▢ 必要なスキルセット（データエンジニア

リング、MLOps）は確保できているか？ 

 ▢ セキュリティレビューは実施済みか？ 

 ▢ 本番稼働後の精度とレイテンシを監視す

る計画はあるか？ 

 

5.3 ROI の再評価：ポスト・ハイプ環境における冷静な戦略的判断 
 

● ハイプを超えて: 一般的な熱狂に惑わされず、成功した狭いドメインの事例で示された具

体的な ROI に焦点を当てるべきである 14。 
● RAG の真のコスト: 総所有コスト（TCO）には、ソフトウェアライセンスだけでなく、デ

ータエンジニアリング、維持管理、ガバナンスにかかる継続的で多大なコストを含めなけ

ればならない。 
● RAG を使用すべきでない場合: RAG は万能薬ではない。事実に基づかない創造的な生成

や、モデルのスタイル・トーンの調整が目的であれば、依然としてファインチューニング

が優れたアプローチである可能性がある。選択は常に戦略的でなければならない。 

 



5.4 結論：真のイノベーションの触媒としての RAG の幻滅 
 

RAG が「幻滅期」に入ったことは、あらゆる革新的技術が経験する、健全で必要不可欠な成熟

の過程である 19。この段階は、業界が単純なデモンストレーションを超え、現実世界で価値を

生み出すために必要な、困難なエンジニアリングと戦略的な作業に直面することを強いる。 

RAG の未来は明るいが、その恩恵を受けるのは、RAG を魔法の AI ソリューションとしてでは

なく、真摯なデータおよびシステムエンジニアリングの規律として扱う組織であろう。競合他

社が幻滅によって足踏みしている現在の状況は、賢明な組織にとっては、慎重かつ戦略的に投

資を行い、次なる成長への基盤を築く絶好の機会を提供している。 
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